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要旨　『宋史』 宦者伝に載る王忠規は、 北宋中期に活躍した宦官であるが、 『宋史』 の記事からだけではその家族関係は不明である。しかし 『続資治通鑑長編』などに残る断片的な史料を突き合わせれば、彼は真定王氏の一人であり、その一族は代々北宋王朝に仕えた宦官世族であることが判明する。その第一世代・王文寿は太宗に仕え、輜重や文化事業に従事したが、四川での軍事行動中に部下に暗殺されてしまう。その養子・王承勛は真宗に仕え、治水や文化事業に従事し、養父よりも高位に昇った。その養子・王守忠は仁宗に 、謹厳実直な性格から皇帝・皇后らから信頼を得た。その結果、彼はそれまでの宦官が得ていなかったような恩典を受け、入内内侍省・内侍省兩省都都知という特殊 地位に就き、さらに現役のままで節度観察留後の遙郡に到った。彼は文官士大夫らから批判を受けながらも、宦官官僚として新たな局面を開いた大宦官であり、その経歴を復元することは、宦官研究の上で有用なことであろう。　かかる大宦官の王守忠について、現行『宋史』が伝を立てていないことには問題を感じる。このことからも分かるように北宋時代
の宦官を研究するためには、現存する史料を収集し、可能 限りそ 経歴を復元することがまず必要となる。そうすることではじめて宦官世族であった真定王氏の存在 明らかにでき といえよう。
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のかを探ってみた。しかし元来、北宋時代においては政治的に大きな影響力を持たないと考えられ、当時新たに出現した文官士大夫らからは蔑視される傾向にあっ 宦官に関する史料は絶対数が少なく、かつ時折出現する宦官らにつ ても、特 彼らの家族関係への言及はほぼ見つけられない。特に幾人かの宦官に関する、まだしもまとまった履歴を載せる『宋史』宦者列伝の記事は、宦官の
字あさな
なども記載して貴重
な情報 提供してくれるが、概して北宋前半 詳細である一方、北宋後期から南宋にかけ の情報は少なく、これ 『宋史』編纂時に基づいた国史・実録の精粗にもかかわってい と思われる。　
だが一方で、諸史料を見ていると皇帝や士大夫らとかかわる場面
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。 この庭園は、 玉津園とともに朝廷が管轄する庭園で、 開封新城 （外















と改元するきっかけとな もの。四月に宮中 功徳閣に降っ も
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きも翰林学士とセットで対処させられており、やはり皇帝直々の選抜であることが示されたもの あろう。事ほどさようにこの時期は、対西夏戦が継続中で、軍事増強 必要性が高まっ いた時期 あっ 。　
この対西夏戦で活躍した范仲淹が抜擢され、十項目の改革案が出さ



























月が閏月となっており、二度目 正月がや てき そこで仁宗
2註
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詔があり、今度は十二月四日にある紫宸殿の宴で、 「正班」すなわち正規の留後の座席に座ることが許されてい 。王守忠のように実際には内侍省などで現職のある官僚が観察使などの遙郡を所持している場合、俸給面で優遇されてはいても、宮中序列にお ては現職のところ
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父の躓きを払拭した。第三世代の王守忠は第四代仁宗に早くから仕え、実直な勤務態度が認められて、それまでの宦官が手 してきた待遇の範疇を超えて、大きく飛躍したといってよいだろう。宦官の歴史の中でも重要な立ち位置にある人物であった。　
このようにして判明したことは、すでに諸処で述べてきたが、宦官










臣與大宦官―范仲淹與仁宗朝權閹閻文應之交鋒」 、第八篇「北宋閻氏内臣世家第三、 四代人物閻士良與閻安」 。
註
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39　『長編』は各箇所で兄・守忠の「本伝」を見ており、基づいた国史 実録に彼の伝があったことは確かである。それとても「大率本傳載守忠事殊不詳」 （ 『長編』巻一六五・慶
八年八月壬申条原注）というもの
ではあるが、それでも王守忠伝 あった（ 『長編 巻一 六・至和元年正月癸巳条原注など） 。それを採らずに弟のみを立伝し いるのは 現行本『宋史』の蕪雑さを表すものといえるだろう。
註
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次に見る史料である『長編』巻一六五・慶暦八年八月壬申条原注に引かれる「守忠本傳」では、衛士の変での功績により景福殿使を授けられようとしたが、宮中での騒ぎの責任 入内都知である自分の責任である、として辞退したとある。しかし実録本文の記載と合わないところがあるとして、李燾は れ 採用 いない。
註
62　
この間、史料に揺れがあ 。宦官の加官は、下から昭宣使、宣政使、宣慶使、景福殿使、延福宮使となる だが 何
郯
の上奏ではこのとき

















































蘇頌『蘇魏公文集』巻二〇「贈右僕射高若訥諡文荘」 、 宋史』巻二百八十八・高若訥伝、 『長編』巻一七四・ 五 五月乙巳条原注。
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The Eunuch Family in the Northern Song Era, 
with Special Reference to the Wang Family in Zhending
FUJIMOTO  Takeshi
Abstract
　　Wang Zhong-gui 王忠規 , written in the Lives of Song-shi 宋史 , was the eunuch who was 
active in the middle of the Northern Song Era, however we can't know his family members when 
we read Song-shi. As we read many historical materials, like Xu zizhi tongjian changbian 続資治
通鑑長編 , we first know that Wang Zhong-gui was a member of the Wang Family in Zhending 真
定 , whose members were served the Northern Song Emperors. The first generation of the Wang 
Family in Zhending was Wang Wen-shou 王文寿 . He served Emperor Taizongof Song 宋太宗 , 
especially was in charge of transporting military goods such as food provisions and weapons, and 
was conducted a number of cultural projects. When he worked in the battle field of Sichuan 四川 , 
he was assassinated by his subordinate officer. The second generation of this Family was Wang 
Cheng-wu 王承勛 , who was the adopted son of Wang Wen-shou. He served Emperor Zhenzong
真宗 of Song,  undertook river-improvement and worked for many cultural materials, and gained 
position better than his foster father. The third generation of this Family was Wang Shou-zhong 王
守忠 , who was the adopted son of Wang Cheng-wu, he was so serious and honest that the Emperor 
Renzong 仁宗 and the Empress deeply trusted him. So he was raised to the Runei-neishi-sheng and 
neishi-sheng liangshng Dou-dozhi 入内内侍省・内侍省兩省都都知 and got the salary of Jiedu-
guancha-Liuhou 節度観察留後 by special grace of the Emperor Renzong. Though many civil 
officer criticized him, he himself made an epoch of the eunuch in the Northern Song Era. Song-shi 
doesn't have a biography of such a great eunuch, Wang Shou-zhong. When we study about eunuch 
in the Northern Song Era, it is very important to know his career by gathering many historical 
materials. It was not till I did so in this paper that we knew the Wang Family in Zhending.
